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ライフコー スにおける社会的コンボイに関する展望




































的・地理的な位置 (historicaland geographical location)、他者との関係











①時間と場所の位置(1ocationin time and place) J (文化的背景 (cul-
tural background)) 
②「人生におけるタイミング (timingof lives) J (戦略的適応 (strategic
94 
adaption) ) 
③ 「リンクされた人生 (linkedlives) J (社会的統合 (socialintegration)) 
④ 「人間のエージェンシー (hurnanagencY)J (個人的目標志向性 (indi















Figurel-l ライフコース・パラダイムの4ての基本酎痩素(Giele& Elder. 1関目)
95 
ライフコースの4つの原則の各々は次のようにまとめられている (Elder，



















































































Erikson(1982)が 80歳で刊行した『ライフサイクル、その完結 (Thelife 
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年齢: 0歳 10歳 20歳初歳 40歳印歳伺歳 70歳 80歳
社会的ト|職 一 一持て開
ラジェク (定位家齢 位却原族)
トリ レジャー 遊び・遊戯 剣鞍
教育f;I端組・小学校・中学校・高校・大学 自尊大浮)
俗種の望包
労働. お千伝い アルゾ乞fト蹴業(片 1含む)
経済・ 依存期 独立湖 援助期 独立・依存期
間ト|吋向一考鼎…嶋作



















































































Table 1-3 ノ4ー クレー 縦断パネル専問対象者の転識をもたらした出来事 (αa田町1995)
男性 女性
N=32 N=28 
仕事上の出来事ないし状況 66 50 
結婚 56 57 
軍役 34 。
大学ないし教育経験 31 21 
子ども時代の出来事 22 11 
脅散骨 28 14 
子育て 28 35 
自身の病気や怪我 19 18 
家族成員の死 9 32 
心理的危雄 9 11 
居住地の病気 9 36 
配偶者の病気 。 11 
アイデンティティの探求 6 14 
子の独立 。 12 




















B 事件の生起に関する邦締 予期可能 予期不能
と予期 [入魚 i厨怯結婚、子どもの誕封 [事故、病気、自然災害]
C 事件の開州こ対するコン 自発的 非自掛q















































































































































(Self determination theory; SDT)が重要な示唆を与える。
DeciとRyanが中心になってSDTにおいては、主な4つの下位理論が提案され
ている。認知的評価理論(Cognitiveevalution theory; CET， Deci， 1975; 
Deci & Ryan， 1980)、生体的統合理論 (Organismicintegration theory; 
OIT， Deci & Ryan， 1985a; Ryan & Connell， 1989)、因果オリエンテーショ
ン理論 (Causalityorientations theory; COT， Deci & Ryan， 1985b)、基本















(Basic needs theory; BNT)と呼ばれたSDTの下位理論において解説されて
いる。現在では、基本的心理欲求から目標内容理論が派生し、基本的心理欲求
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